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道
の
自
由
な
経
常
一
般
財
源
は
少

な
く
、
財
政
状
況
の
推
移
に
大
変

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
令
和
７
年
度

当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、
「
磐
梯
町

町
民
の
幸
せ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
「
多

様
性
と
包
摂
性
を
重
視
し
た
教
育

環
境
の
整
備
」、
「
外
部
人
材
の
積

極
的
な
登
用
に
よ
る

『
磐
梯
町
モ

デ
ル
』
の
構
築
」
な
ど
、
子
や
孫

た
ち
が
暮
ら
す
未
来
の
本
町
の
た

め
の
、
大
き
な
第
一
歩
を
踏
み
出

す
予
算
編
成
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。歳

入
に
つ
い
て
は
、
町
税
を
前

年
度
比
で
約
7
千
６
百
万
円
の
増

収
を
見
込
ん
で
お
り
、
地
方
交
付

令
和
７
年
度
一
般
会
計
の
概
要

令
和
７
年
度
は

「
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
」
の
３
年
目
で
計

画
期
間
の
後
半
戦
と
な
っ
て
お
り
、

ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
る

「
自
分
た
ち

の
子
や
孫
た
ち
が
暮
ら
し
続
け
た

い
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の

た
め
、
各
種
取
組
を
具
体
的
な

具
現
化
に
向
け
た
予
算
編
成
を
行

な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

財
政
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
高

齢
化
の
進
展
に
伴
う
介
護
保
険
や

後
期
高
齢
者
医
療
等
へ
の
繰
出
金

の
増
加
、
現
行
施
設
の
老
朽
化
に

よ
る
維
持
管
理
経
費
の
増
高
、
人

件
費
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
使
い

令和 7年度一般会計当初予算

総額 56 億円総額 56 億円
～自分たちの子や孫たちが暮らし続けたい魅力あるまちづくり～～自分たちの子や孫たちが暮らし続けたい魅力あるまちづくり～

　特別会計の予算総額   

◇国民健康保険特別会計 4億 2,835万円

◇後期高齢者医療特別会計 5,168万円

◇介護保険特別会計 5 億 5,765万円

◇公団分収造林特別会計 2万円

◇水道事業会計　　　

　　　　　　　　　　収益的収入 1億 4,550万円

　　　　　　　　　　収益的支出 1億 4,207万円

　　　　　　　　　　資本的収入 2,059万円

　　　　　　　　　　資本的支出 12,336万円

◇下水道事業会計　　　

　　　　　　　　　　収益的収入 2億 0,049万円

　　　　　　　　　　収益的支出 2億 6,138万円

　　　　　　　　　　資本的収入 21,886万円

　　　　　　　　　　資本的支出 21,886万円

当初予算の概要当初予算の概要

広域衛生費負担金 
農業公社運営管理事業
新規就農者育成総合対策事業
特定地域づくり事業
日本型直接支払交付事業 
農産物ブランド化推進事業 

地域デジタル通貨「ばんだいコイン」運営事業

会津磐梯発の日本酒グローバルブランド化事業

魅力向上・発信事業 
橋梁長寿命化事業 

道路新設改良事業
若者定住住宅長寿命化事業 
歴史的まちなみ整備事業 1,173 万円
消防小型動力ポンプ及び積載車更新事業 
広域消防負担金
防災無線（同報系）更新事業
小中学校特別教室空調設置事業 
NEXTGIGA 学習者用端末更新事業 
語学教育交流事業

主なる事業


